
84 
 

イカナゴ等重要資源調査・種苗生産事業－Ⅰ 

 

イカナゴ等重要資源調査 
 

 

畑 直亜・岡田 誠・岩出将英 

 

目的 

近年，資源が激減し，生存の確認が困難になった伊勢

湾のイカナゴについて，環境 DNA 調査及び魚類の胃内

容物調査による探索を行う。また，資源が増加傾向にあ

るハマグリについて，遺伝子を用いた集団構造解析によ

り，伊勢湾内の漁場間における遺伝的関係性を明らかに

する。 

 

方法 

1 環境 DNA 調査によるイカナゴ探索 

令和 6 年 1 月 14 日及び 2 月 15 日に，伊勢湾観測 16 測

点（図 1）と志摩半島沖の 1 測点（緯度 34.4094，経度

136.9799）でそれぞれ底層水（海底直上 1m）4L を採水し

た。伊勢湾観測点の海水は，10%塩化ベンザルコニウム

溶液 4mL を添加後，冷蔵かつ遮光した状態で研究室に搬

送し，翌日，グラスフィルター（GF/F）でろ過して懸濁

物を回収した。志摩半島沖の海水については，船上にて

採水直後にグラスフィルターでろ過した。懸濁物を回収

したグラスフィルターは，直ちに凍結保存し，後日，リ

アルタイム PCR を用いた種特異的解析に供した。プライ

マーとプローブの配列は表 1 のとおりとした。なお，伊

勢湾観測点については，湾奥（St.1,2,4,5,6,8），湾央

（St.9,10,11,12,A,B）湾口（St.13,15,16,18）の 3 つにグル

ープ化し，6 測点もしくは 4 測点をまとめて 1 検体とし

て分析した。陰性対照サンプルは伊勢湾観測点の海水と

同様に処理した蒸留水，陽性対照サンプルはイカナゴの

ミトコンドリア DNA のチトクローム b 領域の一部の配

列を合成した人工遺伝子とした（図 2）。なお，1 月 14

日観測分の分析では，湾奥の検体に代えて，尾鷲水産研

究室が管理するイカナゴ陸上水槽の飼育水を分析し，サ

ンプル処理過程の陽性対照とした。 

 

2 魚類の胃内容物調査によるイカナゴの探索 

令和 7 年 1～2 月に伊勢湾口の離島周辺で水揚げされ

たマダイ 27 個体（平均 1.9kg），ワラサ 15 個体（平均

5.7 kg），ヒラメ 14 個体（平均 2.7 kg），スズキ 6 個体

（1.8 kg），サワラ 4 個体（平均 2.8 kg），計 66 個体の

胃内容物を調査した。胃内容物の観察は，臓器全体を一

旦凍結保存した後，臓器を解凍しつつ胃内容物を取り出

し，肉眼及び実体顕微鏡下で行った。 

 

3 ハマグリの漁場間における遺伝的関係性の解析 

伊勢湾内の 4 地区（桑名，津，松阪，伊勢）において

ハマグリ稚貝（殻長 4～11mm）を採取し，各地区につき

24 個体，計 96 個体を GRAS-Di®技術によるハマグリ集

団構造解析に供した。検体は，貝肉全体もしくは足部の

一部のアルコール浸漬物とし，DNA 抽出まで冷蔵状態で

保存した。DNA 抽出は，Nakalai 社 Tail Lysis Buffer の

実施例 1 の方法を用いた。シーケンシングライブラリー

の作製は，トヨタ自動車株式会社の GRAS-Di®解析プロ

トコールに従った。検体ごとに約 500 万リードを取得し，

系統解析及びストラクチャ―解析を行った。 

 

 

図 1. 伊勢湾観測測点 

 

表 1. プライマーとプローブの配列 

 

図 2. 陽性対照サンプルの配列 
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表 2. 環境 DNA検出結果 

 

※＋は検出あり，－は検出なし 

 

結果及び考察 

1 環境 DNA によるイカナゴ探索 

 伊勢湾内及び志摩半島沖の底層水からイカナゴ遺伝子

は検出されなかった（表 2）。飼育水ではイカナゴ遺伝

子が検出され，今回のサンプル処理方法で一定レベルの

遺伝子検出は可能であることが確認できた。なお，名城

大学と中部電力のグループは，イカナゴの夏眠開始時期

に，今回調査した志摩半島沖を含む夏眠場周辺の複数地

点の底層水及び海底堆積物からイカナゴ遺伝子を検出し

ており，伊勢湾周辺ではイカナゴは生存しているものの，

資源量は極めて少ない状態であると推察された。 

 

2 魚類の胃内容物調査によるイカナゴの探索 

魚類の胃内容物調査では，マアジ，カタクチイワシ，

サッパなどの魚類のほか，カニ類の幼生やノリ類なども 

 

※（ ）内の数字は同胃内容物が検出された各魚種の個体数  

 

検出されたが，イカナゴは検出されなかった（表 3）。な

お，ヒラメで空胃個体が多かったのは活魚での輸送で消

化が進んだためと考えられた。 

 

3 ハマグリの漁場間における遺伝的関係性の解析 

伊勢湾内 4 地区（桑名，津，松阪，伊勢）で採取した

ハマグリ稚貝の系統解析の結果，地区の違いに関わらず，

大多数が一つの大きなクラスターを形成し，地区別の特

徴的なクラスターは認められなかった。一方，個体が由

来する遺伝的集団を推定するストラクチャ―解析（アサ

インメント解析）では，伊勢湾には 3 個あるいは 4 個の

遺伝的集団が存在することが明らかとなった。採集地区

による遺伝的集団の偏りはみられるものの，各地区にお

いて混在しており，伊勢湾ではハマグリの遺伝的集団は

混合されていると考えられた。 

 

サンプル 1月14日 2月15日

湾奥 －

湾央 － －

湾口 － －

志摩半島沖 － －

飼育水 ＋

陽性対照 ＋ ＋

陰性対照 － －

図 3. ハマグリ遺伝子の系統解析結果 

   数字はブーストラップ値を示す。 

表 3. 魚類の胃内容物調査の結果 

魚種
空胃/調査
個体数

胃内容物

マダイ 2/27
カニ類幼生(12),アナジャコ類(3),
カタクチイワシ(1),シラス(1),ノリ類(1)

ワラサ 3/15
サッパ(2),カタクチイワシ(1),マアジ(1),
マエソ属(1),ボラ稚魚(1)

ヒラメ 10/14 マアジ(1)

スズキ 0/6
マアジ(4),カタクチイワシ(1),
アナジャコ類(1),ガザミ類(1)

サワラ 0/4 カタクチイワシ(1)


